
H
同
村
喜
三

郎
長
女
三
村
や

君
 

（
一
四
）
偽
名

n
の
二
人
を
、
前

借
五
十
円
で
芸
妓
見
習
と
し

て
浅

草
に
身
売
契
約
を
な
し
、

更
に
三

和
は
、
内
潟
村
大
字
今
泉
に
赴
き
、
 

凶
作
で
苦
し
ん
で
る
る
家
庭
を
訪
 

師
走
の
街
は
慌
し
く
九
モ
気が
脹
っ

て
来
た
が
、

一
度
眼
を
農
村
に
転

ず
る
と
き
、
冷
害
憂
色
に
加
え
て
、
 

小
作
米
納
付
期
の
到
来
は
小
作
人

達
に
最
後
的
な
致
命
傷
を
与
え
、
 

や
か
 

救
え
を
求
め
る
声
は
喧
し
い
。
 

葱
に
東
郡
高
田
村
中
河
原
高
坂

田
吉

（
五〇
）
の
家
庭
は
、
妻
ゆ

き

（
四
一）
の
外
、
徳
作
（
一
九
）
 

を
頭
に
徳
四
郎

（
一
六
）
、
 つ
君
 

（
一
三
）
、年
也

（
一
一
）
、義
光
 

（
九）
、義
定
（
六
）
、
義
也

（
四）
 

の
六
男
一
女
の
九

人
暮
し
で
、
同

村
地
主
奥
崎
嘉
作
氏
よ
り
二
反
歩
 
 

れ
、
甘
言
を
も
っ
て
娘
の
身
売
を

勧
め
、

同
村
清
十
郎
長
女
キ

ミ
 

（
一
四
）
、
同
浅
太
郎
四
女

ョ
シ
 

（
一
六
）
何
れ
も
偽
名
廿
の
二
人

を
、
前
記
同
様
契
約
し

て
、
十
三

日
三
和
に
連
れ
ら
れ
て
東
京
方
面
 

の
田
地
を
小
作
米
五
俵
三
斗
で
借

り
、
昨
年
は
同
田
地
よ
り
十
六
俵

位
の
収
穫
を
得
て
辛
う
じ
て
生
計

を
支
へ
て
る
た
も
の
で
あ
る
が
、
 

本
年
は
天
候
不
順
の
た
め
五
分
作

以
下
の
七
俵
し
か
収
穫
が
な
く
、
 

日
頃
の
貧
困
は
倍
加
し
、
七
俵
の

米
も
三
俵
は
既
に
粥
或
は
契

・
そ

ぱ
等
の
混
入
食
で
食
べ
尽
し
、
後

の
四
俵
は
悲
し
い
か
な
地
主
の
督

促
に
手
離
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

状
態
で
、

目
下
同
村
精
米
所
に
預

け
ら
れ
て
居
り
、
現
在
で
は
そ
の

日
そ
の
日
の

一
家
の
食
料
が
途
切
 
 

に
出
発
せ
ん
と
し
た
矢
先
、
金
木

署
員
に
営
利
職
業
紹
介
所
違
反
で

検
挙
さ
れ
た
が
、
危
い
と
こ
ろ
を

助
け
ら
れ
た
。
 

n
昭
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H
 

れ
が
ち
で
、
こ
れ
に
加
え
て
妻
ゆ

き
は
、
十
一
月
十
七
日
臨
月
の
腹

を
抱
へ
て
フ
ト
し
た
は
ず
み
か
ら
、
 

自
宅
内
土
間
に
顛
倒
し
、
死
児
を

分
娩
し
て
雨
来
病
床
に
伏
し
、
日
 

つ
の
 

増
に
募
る
病
勢
に
医
療
を
受
け
る

す
べ
も
な
く
、
更
に
父
親
の
力
と

も
な
る
べ
き
長
男
徳
作
、
次
男
徳
 

た
す
 

四
郎
は
低
脳
児
で

一
家
の
扶
け
と

は
な
ら
な
い
。
 

長
女
つ
瓦
は
学
校
を
続
け
る
余

裕
が
な
く
義
務
教
育
を
も
満
足
に

終
ら
ず
、
目
下
学
校
を
欠
席
し
て

居
り
、
子
供
等
は
何
れ
も
栄
養
不
 
 

良
、
発
育
不
全
と
な
っ
て
顔
色
は

蒼
然
た
る
様
は
、
涙
な
く
し
て
見

ら
れ
ぬ
気
の
毒
な
有
様
で
あ

る
。
 

む

L
ろ
 

此
一
家
は
、
土
間
の
上
に
簿
を

敷
き
、
夜
具
は
た
だ
一
通
り
し
か

な
く
、
産
後
病
臥

の
妻
に
当
て
ら

れ
る
切
り
で
、
後
の
八
人

は
着
の
 

む

L
ろ
 

み
着
の
ま
ま
簿
或

い
は
カ
マ
ス
を

被
っ
て
寝
て
居
り
、
四
方
朽
ち
果

て
た
掘
立
小
屋
に
は
、
同
村
駐
在

田
中
巡
査
の
同
情
に
よ
り
与
へ
ら

れ
た
障
子
二
枚
で
辛
う
じ
て

一
方

を
防
ぐ
状
態
で
、
全
く
防
寒

の
設

備
な
く
、
寝
室
と
さ
れ
て
る
る
納

戸
に
は
採
光
の
窓
な
く
、
菖
年
床

の
た
め
か
臭
気
が
甚
だ
し
い
。
 

高
田
村
で
は
県
よ
り
交

付
さ
れ

た
救
済
配
給
品
と
し

て
こ
れ
ま
で

甘
藷
半
俵
、
馬
鈴
薯
一
貫
に
金
五

十
円
を
給
与
し
、
村
民
か
ら

も
同

情
が
あ
り
、
僅
か
な
が
ら
も
味
喰
、
 

副
食
物
等
を
貰
っ

て
居
る
が
、
由

吉
は
十
二
日
か
ら

一
日
五
十
銭
で
 

米
七
俵
収

穫
の
中
四
俵
は
地
主
へ
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県
の
救
済
土
木
事

業
た
る
同
村
内
作
業
道
の
土
盛
り
修
理
に
日
雇
と
し
て

働
い
て
、
辛
く
も
糊
ロ
を
し

の
い
で
い
る
。
 

『
尚
同
村
は
全

戸
数
三
百
三
十
二
戸
あ
り
、

そ
の
内
羅
災
戸
数
は

二
百

二
十
戸
あ
り
、
貧
困
戸
数
は
百
九
十
戸
、
貧
困
者
に
し
救
済
土
木
事
業
に

登
録
し
て
居
る
戸
数
は
百
六
十
六
戸
で
あ
る
。』
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飯
米
ま
で
も
差
押
 

小
作
調
停
申
立
中
に
、
非
道
に
も
小
作
米
ど
こ
ろ
か
飯
米
ま
で
も
差
押

え
た
事
件
が
起
り
、
事
の
次
第
に
よ
っ
て
は
全
農
県
連
合
会
で
争
議
団
を

組
織
し
て
、
地
主
と
徹
底
的
に

一
戦
を
交
へ
よ
う
と
険
悪
な
雲
行
き
を
見

せ
て
い
る
。
 

地
主
は
八
戸
市
大
字
十
八
日
町

一
番
地
金
田
鉄
三
郎
氏
で
、
小
作
人
は

上
北
郡
藤
坂
村
大
字
相
坂
字
質
輪
平
二
六
の
貧
農
吉
岡
松
太
郎
さ
ん
、
吉

岡
は
今
年
は
三
分
作
で
あ
り
、
小
作
米
全
免
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
地
主
 
 

は
之
に
応
ぜ
ず
、
小
作
料
百
六
十

円
八
十
八
銭
（
小
作
反
別
八
反
三
畝
十

二
歩
）
を
支
払
う
様
要
求
し
て
来
た
の
で
、
全
く
支
払
い
能
力
の
な
い
吉

岡
小
作
人
は
、
去
る
十
一
月
十
九
日
八
戸
区
に
小
作
調
停
を
申
し
立
て
た
。
 

と
こ
ろ
が
地
主
は
、
小
作
調
停
も
な
さ
れ
ぬ
中
に
、

小
作
米
の
差
押
へ

を
執
行
し
、
今
月
一
日
午
前
十
一
時
半
頃
か
ら

八
区
執
達
吏
赤
沢
末
次

郎

氏
の
代
理
人
堀
内
精
氏
の
手
で
、
吉
岡
方
に
あ
る
稲
乳
穂
十
三
個
（
百
六

十
八
円
分
）
を
差
押
え

て
し
ま
っ
た
。
 

し
か
も
吉
岡
が
留
守
中
に
、
ば
た
ば
た
と
や
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
 

そ
の
押
へ
た
乳
穂
は
小
作
人

の
飯
米
も
含
ん
で
居
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は

そ
の
日
の
食
う
米
も
な
い
と
云
う
有
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

此
の
事
件
で
は
地
主
の
無
道
な
や
り
方
が
非
難
さ
れ
る
が
、
地
主
の
出

方
に
よ
っ
て
は
争
議
団
を
以
っ
て
対
処
す
べ
く
、
全
農
県
連
で
は
既
に
争

議
の
準
備
を
な
し
待
機
し

て
い
る
の
で
、
今
後
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
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貧
農
の
庭
に
立
つ
飯
米
差
押
へ
の

札
 

小
作
調
停
申
立
中
に
、
地
主
八
戸
市
大
字
十
八
日
町

一
番
地
金
田
鉄
三

郎
氏
が
、
そ
の
小
作
人
上
北
郡
藤
坂
村
大
字
相
坂
字
質
輸
平
二
六
の
貧
農

吉
岡
松
太
郎
の
唯
一

の
飯
米
に
な
る
稲
乳
穂
ま
で
も
差
押
え
て
し
ま
っ
た

事
件
は
、
全
農
県
連
合
会
が
動
き
出
し
、
争
議
化
し
そ
う
で
あ
る
が
、
十
 
 

九
日
午
後
小
作
人
吉
岡
方
を
訪
問
す
る
と
、
み
す
ぼ
ら
し
い
小
屋
の
様
な

住
家
に
、
妻
が
風
邪
気
味
の
す
ぐ
れ
な
い
顔
で
、
火
の
気
も
あ
る
か
な
き

か
の
炉
健
に
す
が
り

つ
い
て
い
た
が
、
記
者
に
対
し
、
元
気
の
な
い
声
で

左
の
如
く
語
っ
た
。
 



『
去
る
一
日
の
日
に
、

家
中
全
部
で
田
圃
へ
行
き
、
稲
熱
病
に
な
っ
た

稲
の
取
片
附
第
を
し

て
帰
っ
て
来
る
と
、
家
の
前
に
積
ん
で
あ
る
稲
乳
穂

十
三
ケ
が
差
押
え
さ
れ

て
あ
る
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
 

十
三
ケ
の
乳
穂
の
中
ニ
ケ

は
空
乳
穂
だ
が
、

こ
れ
も
差
押
え
さ
れ

て
居

た
。』
 

何
故
差
押
え
ら
れ
た
か
と
き
け
ぱ
、
 

『
今
年
は
こ
ん
な
凶
作
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
平
年
作
の
様
な
一
反
歩

当
た
り
籾
四
十
五
貫
匁

（
総
計
で
百
六
十
八
円
代
余
、
小
作
反
別
八
反
三

畝
十
二
歩
）
を
と
る
と
言

い
、
殆
ん
ど
三
分
作
に
も
行
か
ぬ
の
で
小

作
料

の
全
免
を
交
渉
し
た
が
、
地
主
が
応
じ
な
い
為
、
小
作
調
停
を
申
立
て
た

と
こ
ろ
、
そ
れ
が
向
う
で
は
療
に
さ
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

こ
ん
な
に
飯
米
に
す
る
乳
穂
ま
で
も
差
押
え
て
し
ま
っ
た
が
、
有
難
い

こ
と
に
は
救
済
土
木
事
業
の
御
か
げ
で
息
子
が
そ
れ
に
働
き
、
役
場
か
ら

は
私
下
米
を
借
り

て
や
っ
と
食
っ
て
い
ま
す
。
 夫
は
今
日
裁
判
所
の
調
停

に
出
席
す
る
た
め

で
し
ょ
う
。
昨
夜
八
戸
へ
行
く
と
行
っ
て
出
か
け
た
。』
 

家
の
中
の
様
子
を
見
れ
ば
電
燈
線
は
軒
に
来
て
い
る
が
、
家
の
中
に

コ
ー
 

ド
が
た
れ
下
っ

て
居
な
い
。

こ
れ
は
払
え
な

い
で
止
む
な
く
電
燈
を
ラ
ン

プ
に
し
た
為
で
あ
る
。
家
の
前
の
畑
地
に
は
規
律
よ
く
並
び
積
ま
れ
た
十

三
ケ
の
中
位
の
乳
穂
に

は
、
木
片
で
こ
し
ら
え
た
次
の
様
な
公
示
表
が
寒

風
の
中
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
 

廿
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一
瑞
く
農
村
の
姿

一
 

 

蹄
ら

ぬ

夫
 

歳
末
貧
民
救
済
の

た
め
五
所
川
原
署
で
は
、
管
内
の
生
活
困
窮
者
を
調

査
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
調
査
の
結
果
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
蹄
ら
ぬ
者
と

か
、
働
き
手
の
長
男
が
家
出
し
た
ま
ま
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
者
と
か
、
 

そ
ん
な
家
庭
悲
話
が
幾
つ
も

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
 

わ
け
て
も
北
郡
長
橋
村
大
字
神
山
成
田
作
太
郎
（
四

二
）
は
、
妻
ハ
ツ
 

（
三七
）
と
の
間
に
長
男
末
吉

（
一
〇
）
を
頭
に
三
人
の
子
ま
で
あ
る
が
、
 

昭
和
六
年
に
作
太
郎
が
北
海
道
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
ま
ま
帰
ら
な
い
の
で
、
 

生
活
苦
に
陥
っ
た
が
、
妻
の
ハ
ッ
は
思
い
余
っ
で
か
子
供
三
人
を
置
去
り

に
し
て
、
去
月
末
、

こ
れ
ま
た
家
出
し
て
し
ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
子
供
達

は
親
類
の
手
で
辛
う
じ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
悲
話
中
の
悲
話
が
あ

る
。
 

こ
れ
行
方
不
明
者
は
七
和
村

一
、
栄
村
「
二
松
島

村
「
二
長

橋
村
二
名

の
合
計
九
名
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
こ
れ
ら
の
家
庭
は
何
れ

も
ま
さ
に
赤
貧
洗
う
が
如
き
有
様
で
、
村
当
局
の
同
情
に
依
っ
て
生
活
を

続
け
て
い
る
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
『
締
ら
ぬ
人
々
』
は
五
所
川
原
署
管
内
の
み
で
な

く
、
県
下
全
般
に

亘
り
、
各
村
に

そ
れ
ぞ
れ
一

・
二
名
は
あ
り
、

こ
の
 

『
帰
ら
ぬ
人
々
』
 
の原
因
は
、
現
在
の
農
村
の
生
活
が
あ
ま
り
に
苦
し
い

為
、
 
『
故
郷
』
も
『
家
庭
』
も
『
妻
子
』
も
捨
て
る
気
を
起
し
た
者
が
、
 

そ
の
殆
ん
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
農
村
生
活
苦
の
も
た
ら
し
た
社
会
悲
劇
 

\
 

\
 

公
 
示
 
表
 

一
、稲
乳
穂
、
拾
参
個
（
一
個
約
百
束
積
）
 

債
務
者
 
吉
岡
松
太
郎
 

右
は
差
押
物
件
な
る
を

以
っ
て
何
人
も

＼
ー
 こ
れ
を
処
分
す
べ
か
ら
ず
。
 

若
し

こ
れ
を
処
分
し
、
又
は
公
表
札
を

破
設
す
る
と
き
は
刑
罰
に
処
せ
ら
る
べ
し
。
 

昭
和
九
年
十

ニ
月
一
日
 

八
戸
区
裁
判
所
執
達
吏

赤
 
沢
 
末
次
郎
 

代
理
 
堀
 
内
 
精
 
囲
 

・

蹄
ら

ぬ

父
 

と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

次
に
五
所
川
原
署
管
内
の

み
じ
め
な
 

『
残
さ
れ
た
家
庭
』
 
の
事実
を
あ
げ

て
見
よ
う
。
 

残
さ
れ

た

家

庭
 

△
 
松
島
村
字
ー

ノ
坪
山
田
兼
吉

（
七
〇
）
方
で
は
、

長
男
の
多

作
 

（
三
九
）
が
妻
と
子
供
五
人
を
残
し
て
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
ま
ま
、
数
年
前

か
ら
仕
送
り
も
な
く
行
方
不
明
。
 

△
 
同
村
吹
畑
の
毛
内
柾
吉

（
二
八
）
、
二
男
浅
吉

（
二
こ
 
と
い
う

働
き
手
が
打
揃
っ
て
一
昨
年
家
出
し
た
ま
ま
不
明
。
 

△
七
和
村
俵
元
の
伊
藤
ソ

ョ
方
で
は
長
男
の
反
次
郎
が
数
年
前
か
ら

行

方
不
明
で
一
人
暮
し
を
し
て
い
る
。
 

△
 
栄
村
字
広
田
の
小
田
桐
三
太
郎

（
六
九
）
方
で
は
、
大
正
六
年
頃

か
ら
長
男
三
四
郎
（
四

二
）
が
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
ま
ま
音
信
は
な
く
行
方

が
わ
か
ら
な
い
。
 

△
 
同
村
の
蒔
田
重
助

（
五
七
）
方
で
は
、
養
子
の
武
雄

（
二
四
）
が

大
正
十
年
頃
に
家
を
飛
び
出
し
た
き
り
行
方
不
明
。
 

△
 
同
村
字
湊
の
蒔
田

ェ
コ

（
七
二
）
方
で
は
、
長
男
の
豊
太
郎

（
三

四
）
が
二
十
年
前
か
ら
全
く
行
方
が
わ
か
ら
な
い
で
、
こ
れ
ま
た

一
人
暮

し
で
あ
る
。
 

\
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府県別内訳 

府 県 別 指 数 府 県 別 指数 

全 国 80 三 重 91 

北 海 道 46 滋 賀 94 

青 森 32 京 都 95 

岩 手 42 大 阪 97 

宮 城 44 兵 庫 95 

秋 田 83 奈 良 97 

山 形 84 和 歌 山 95 

福 67 鳥 取 97 

茨 城 92 島 根 97 

栃 木 90 岡 山 91 

群 馬 91 広 島 85 

埼 玉 98 山 口 92 

千 葉 91 徳 島 91 

東 京 95 香 85 

神 奈 川 98 愛 媛 91 

新 潟 94 高 知 92 

富 山 91 福 岡 92 

石 91 佐 賀 93 

福 井 91 長 崎 90 

山 梨 90 熊 本 88 

長 野 89 大 分 88 

岐 阜 93 宮 崎 85 

静 岡 98 鹿 児 島 82 

愛 知 97 沖 縄 103 

水
稲
作
況

指
数

本
県
 

十
五
日

現
在
全
国

で
最
低
 

関
係
筋
に
よ

る
と
、
九
月
十
五
日
現
在
の
各
都
道
府
県
別
の
九
三
年
産

米
の
作
況
指
数
（
平
年

作
n

一
〇
〇
）
が
二
十
九
日
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 

司
2

コ
り

」
、
9

・F
 

】
3

正
 
0

，】ノ
，

f
 

本
県
が
『
三
二
』
と
、

八
月
十
五
日
現
在
の
作
況
指
数
と
比
べ

て
五
三
ポ
 

ン
ド
と
下
落
す
る
な
ど
全
国
的
に
要
化
し
て
い
る
。
 

九
三
年
産
米
の
作
況
指
数
 

（
平成
五
年
九
月
二
十
九
日
付
東
奥
日
報
新
聞
記
事）
 

大
正
ニ
年
以
来
の
大
凶
作
 

九
月
十
五
日
現
在
の
本
県
水
稲
の
作
況
指
数
は
三
二
で
、
昭
和
五
年
の

四
七
を
下
廻
り
、
大
正
二
年

（
指数
一
九
）
以
来
の
大
凶
作
と
な
っ
た
。
 

十
ァ
ー
ル
当
り
収
量
は

二
百
キ
ロ
を
割
り
百
八
十
四
キ
ロ
と
な
る
が
、
 

作
柄
は
今
後
更
に
数
ポ
イ
ン
ト
下
が
る
見
込
み
、
さ
ら
に
減
収
に
加
へ
て
 
 

品
質
低
下
を
免
れ
ず
、
今
年
の
異
常
低
温
の
す
さ
ま
じ
さ
を
改
め
て
浮
き

彫
り
に
し
た
。
 

地
帯
別
の
作
況
指
数
は
関
係
筋
に
よ
る
と
、
青
森
地
帯
が
四
九
、
南
郡

と
下
北
地
帯
が
四
、
青
森
と
南
郡
地
帯
は
五
十
五
年

（
七
五
）
や
五
十
六

年

（
七〇
）
よ
り
低
く
、
地
帯
別
指
数
が
示
さ
れ
て
か
ら
最
低
と
な
っ
た
。
 

⑥
近
年
本
県
の
作
況
指
数
 

  

  

  

  

青立ちのまま田にすきこまれる稲。口ータリー 
の刃になぎ倒される光景は、まさに異様だ 

  

主
な
凶
作
年
は
明
治
三
十
五
年

（
指数
四
四
）
、
 

同
三
十
九
年

（
同
五
四）
、
 
大
正
二
年

（
同
一
九
）
、
 

昭
和
六
年

（
同
五
二
）
、
 
同
九
年

（
同
四
六
）
、
 同

十
年
（
同
四

こ
、
同
十
六
年
（
同
五
〇
）
、
同
一
一

十
年

（
同
四〇
）
で
、
 

戦
後
は
昭
和
五
十
五
年

（
指
数
四
七
）
、
同
五

十
六
年

（
同
六
五）
な
ど
、
今
年
は
大
正
二
年
に

次
ぐ
八
十
年
ぶ
り
の
低
さ
と
な
っ
た
。
 

H
平
成
五
年
九月
三
十
日
付
東
奥
日
報
新
聞
記
事
H
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醸
＼麟
濃
農
露
夢
 

編
雑
薮
経
営
大
規
模
化
図る
 

ノ
 

平成 5年産水稲市町村別収量 

（注）▲印は減、作況指数は東奥日報社が
計算 

市 町 村 
m
た
量
 

a
 
(
k
g
)
 

 

前年比 
」曽 減 

(kg) 

作況

指数 

東
 
青
 

森
内
田

別
田

舘
厩
 

青
平
蟹
今
蓬

平
三
 

市
町
町
町

村
村
村
  

8
  
7
0

0
0
5
0
0
 
 

▲509 1
  
5
0
0
0
l
0
0
 
 

A518 
▲518 
▲498 
▲457 
▲457 
▲443 

小 	計 46 ▲517 9 

西
 
郡
 

鯵 ケ 沢 町 245 ▲365 42 
木 造 町 204 ▲444 32 
深 	fl 	町 346 ▲182 70 
森 	圧I 	村 238 ▲418 37 
岩 崎 村 430 ▲ 65 92 
柏 	村 228 ▲434 35 
稲 垣 村 183 ▲456 30 
車 力 村 206 ▲411 34 
小 	計 220 A410 36 

中
 
弘
 

弓l、 	前 	市 411 ▲200 68 
岩 木 町 408 ▲192 68 
相 馬 村 394 ▲187 68 
西 目 屋村 87 ▲464 16 
ノ」、 	計 397 ▲209 66 

南
 
黒
 

黒 	石 〒行 429 ▲192 
藤 崎 町 428 A227 
大 鰐 町 301 ▲266 
尾 上 町 456 ▲196 
浪 	岡 	In丁 

平 賀 町 
364 
441 

▲254 
▲186 

7067547160
70
69
69
39 

常 盤 村 442 A212 
田 舎 館村 444 ▲209 
碇 ク・関 村 205 ▲326 
小 	言十 417 ▲215 67 

北
 
五
 

所
 
原
 

市
町
町
町
町

村
村
 

五
板
金
中

鶴
市
小

川
柳
木

里
田

浦
泊
  

174 ▲476 27 
304 A351 47 
106 A519 17 
105 
304 

▲511 
▲356 

18 
47 

20 ▲447 4 
23 A427 5 

小 	言十 180 ▲454 29 

上
 
十
 
三
 

 

ーlー和 日ョ 市 3
1
0

2
0

0
3
0
3

1
4
1

0
  

A567 1
0
0
0
0
0

1
0
1
0

1
0

0
  

三 沢 市 A468 
野 辺 地田丁 ▲486 
七 戸 町 A531 
百 	石 	βI丁 ▲501 
十和田湖田丁 A569 
プく 	戸 	田丁 

横 	浜 	UI丁 

上 	北 	田丁 

▲572 
▲483 
▲560 

東 北 田丁 ▲502 
下 	田 	田丁 A542 
天 m］林村 ▲528 
ソ‘く ケ 所 村 ▲423 
小 	言十 2 ▲539 0 

下
 

北
 

む っ 市 1
0

1
7
0
3
0
0
 
 

1
  

▲469 0
0
0
2
0
1

2
0
  

川 内 町 ▲498 
大 	畑l 	田丁 ▲360 
大 間 町
東 通 村 

▲408 
▲402 

風間 浦村 ▲320 
佐 井 村 ▲447 
脇野 沢村 ▲466 
ノ」、 	計 1 ▲442 0 

三
 
八
 

戸
戸
戸
子

川
部
上

地
郷
石
郷

市
町
町
町
町

町
町

村
村
村
村
 

八
三

五
田

名
南

階
福
南
倉
新
 
 

2
2
2
2
2
2
 
3

1
1
  

6
5
3

I
7
9

7
1
6
8
7
 
 

▲530 5
4
4
4
5
5

1
5
3
3
1
 
 

▲547 
A550 
A538 
A542 
▲546 
▲503 
▲553 
▲535 
▲550 
▲536 

小 	計 22 ▲540 4 
県 	 計 159 ▲432 28 

県
内
大
凶
作
番
け
十
！
所村
が
『ゼ
口
』
 

東
北
農
政
局
青
森
統
計
情
報
事
務
所
は
、
十
日
平
成

五
年
産
水
稲
の
市

町
村
別
収
穫
量
を
発
表
し

た
。
 

県
全
体
の
作
況
指
数
が
ニ
八

（
平年
一
〇
〇
）
と
い
ふ
歴
史

的
な
大
冷

害
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
十
ァ
ー
ル
当
り
収
量

（
単
収
）
は
前
年
に
比
べ

全
市
町
村
で
大
幅
に

低
下
、
皆
無
作
の
『
ゼ
ロ
』
 
キ
ロ
が
十三
町
村
、
 一

け
た
台
が
十
五
市
町
村
に
上
っ
た
。
 

単
収
ゼ

ロ
の
町
村
は
平
内
、
蟹
田
、
今
別
、
平
舘
、
三
厩
、
野
辺
地
、
 

百
石
、
十
和
田
湖
、
横
浜
、
六
ケ
所
、
川
内
、
東
通
、
脇
野
沢
の
十
三
ケ

町
村
。
 

十
キ
ロ
未
満
の

ー
け
た
台
は
十
和
田
市
や

三
沢
市
な
ど
十
五
市
町
村
、
 

特
に
上
十
三
地
域
は
十
三
市
町

村
す
べ
て
が
ゼ

ロ
か
ー
け
た
台
だ
っ
た
。
 

Z
／
む
 
す
 
びZ
/
 

平
成
五
年
青
森
県
が
大
凶
作
に
遭
遇
し
た
と
き
、
大
部
分
の
農
家
は
例

年
の
多
収
穫
に
な
れ
て
、
政
府
米
に
指
定
さ
れ
た
割
当
限
度
数
量
の
米
売

渡
し
以
外
に
、

ほ
と
ん
ど
の
保
有
米
を
米
仲
買
業
者
に
売
渡
し
、
農
家
は

自
家
で
生
産
し
た
米
を
飯
米
に
供
さ
ず
、
 
『
さ
さ
に
し
き
』
等
の
銘
柄
米

を
米
穀
業
者
か
ら

買
求
め
、
消
費
し
た
農
家
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
 

と
に
か
く
農
民
は
、

う
ま
く
な
か
ろ
う
が
、
目
先
き
の
多
収
穫
生
産
を

目
標
に
、
 一
反
歩
当
り
十

一
俵
、
十
二
俵
の
米
を
生
産
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。
が
、
平
成
五
年
の
大
凶
作
に
農
民
は
あ
わ
て
た
。
先
渡
し
て
し
ま
っ

た
越
年
し

て
翌
年
の
収
穫
期
ま
で
飯
米
に
供
す
る
自
家
保
有
米
が
、
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
 ア
メ
リ
カ
米
、
タ
イ
米
の
輸
入
米
の
買

求
め
に
米
を
作
る
農
民
が
狂
奔
し
た
こ
と
は
、

つ
い
こ
の
先
の
出
来
毎
で

あ
っ
た
。
 

政
府
は
平
成
五
年
の
大
凶
作
の
痛
手
の
乾
か
ぬ
内
に
、
政
府
買
入
米
の

在
庫
処
理

の
解
決
策
の

ー
つ
と
し
て
、
年
々
米
作
減
反
数
量
を
増
加
し
て

農
民
に
押
し

つ
け
て
来
た
。
猫
の
目
の
様
に
変
わ
る
農
業
政
策
に
農
民
は
 

県
南
や
東
青
地
域
に
比
べ
、
例
年
、
作
柄
の
良
い
津
軽
地
方
の
市
町
村

も
軒
並
み
単
収
が
落
ち
込
み
、
冷
害
に
伴
ふ
障
害
不
稔

（
ね
ん
）
が
全
県

に
及
ん
だ
こ
と
を
裏
付
け
た
。
特
に
北
五
地
方
は
全
体
で
前
年
比
四
百
五

十
キ
ロ
、
西
地
域
は
同
四
百
十
キ
ロ
も
低
下
し

た
。
 

廿
平
成
六
年
一
月
十
一
日
付
東
奥
日
報
新
聞
記
事

H
 

⑥
主
食
用
米
九
十
菖
ト

ン
輸
入
 

食
糧
庁
は
十
一
日
空
前
の
凶
作
に
よ
る
コ
メ
不
足
を
補
う
緊
急

輸
入
と

し
て
、
本
年
度
内
に
主
食
用
米
を
中
心
に
九
十
菖
ト

ソ
を
め
ど
に
追
加
輸

入
す
る
と
発
表
し
た
。
 

△
加
州
米
の
第
一
便
到
着
 

政
府
が
米
国
か
ら
緊
急
輸
入
す
る
主
食
用
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ァ
産
米
七

千
五
百
六
十
ト
ン
を
積
ん
だ
リ
ベ
リ

ァ
船
籍
の
貨
物
船
『

コ
ア
ラ
』
が
十

三
日
朝
神
戸
に
入
港
し
た
。
 n

平
成
年
十
一
月
十
二
日
付
東
奥
日
報
新聞
記
事
H
 

振
り
回
さ
れ
て
き
た
が
、
ま
た
ま
た
農
業
の
経
営
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と

し
て
い
る
。
 

平
成
十
年
六
月
二
日
付
け
東
奥
日
報
新
聞
第
三
八
三
一

七
号
の
報
道
記

事
に
依
れ
ぱ
、
表
題
の
『
株
式
会
社
の
農
地
保
有
容
認
（
九
十
九
年

度
に

も
農
水
省
方
針
経
営
大
規
化
図
る

』
と
し
て
、
そ
の
報
道
さ
れ
た

記
事
内

容
は
、
 

『農
水
省
は
平
成
十
年
六
月
一
日
、
新
農
業
基
本
法
作
り
の
焦
点
と
な
っ

て
い
る
株
式
会
社
の
農
地
法
に

つ
い
て
条
件
付
き

で
認
め
る
方
針
を
固
め

た
。
 

農
業
の
国
際
化
が
進
み
、
大
規
模
経
営
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
で
、
経

営
感
覚
の
あ
る
農
業
生
産
法
人
の
株
式
会
社
化
な
ど
を
容
認
、
自
作
農
を

削
提
に
し
て
き
た
戦
後
農
政
の
大
き
な
転
換
に
な

る
。
農
地
法
な
ど

の
関

連
法
案
を
改
正
し
、
 
一
九
九
九
年
度
に
施
行
す
る
方
針
。
 

経
済
界
な
ど
か
ら
も
廿
農
業
も
ー
つ
の
産
業
と
し

て
考
え
る
べ
き
だ
廿

と
い
っ
た
賛
成
意
見
が
相
次
い
で
い
た
』
と
、
打
出
し
て
い
る
。
 

な
ん
の
『
株
式
会
社
』
 
で
も
ー
つ
の
経
営
企
業
で
あ
る
。
農
地
を
買
占

め
て
い
っ
た
ら
、
零
細
農
業
の
生
活
基
盤
は
益
々
苦
し
く
な
っ

て
ゆ
く
の

は
目
に
見
え
て
く
る
。
手
離
し
た
農
地
は
再
び
返
っ
て
こ
な
い
。
 ま
た
ま

た
小
作
制
度
が
具
体
化
さ
れ
て
来
た
ら
、
如
何
に
稲
作
技
術
が
向
上
し
た

と
い
っ
て
も
、
天
候
不
順
に
よ
る
冷
害
に
立
ち
向
ふ
こ
と
は
至
難
の
難

で

あ
ろ
う
。
と
し
た
ら
、
零
細
農
民
は
ド

ラ
マ
の
題
名
で
は
な
い
が
『
百
姓

は
ど
こ
へ
行
く
』
 
で
ある
。
 『
凶
作
』
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
襲
っ
て
き
ま
す

o
 

廿
『
新
聞
記
事
集
録
移
記
』
き
の
し
た
清
一
廿
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津
軽
弁
 
村
の
笑
い

話
コ
 

ハ
イ
ヤ
、
 
と
タ

ク

、
ンlJ
 

草
深
い
あ

る
田
舎
町
の
議
員
ら
が
国
会
陳
情
を
終
え
、
赤
坂
料
亭
で
 

酒
宴
を
は
っ
て
い
た
。
 や
が
て
〇
議
員
が
 

「
帰
る
か
ら
、

ハ
イ
ヤ
ー
を
呼
ん
で
く
れ
」
と
女
中
に
命
じ
た
。
 

女
中
は
恐
る
恐
る
 

「
ご
連
絡
先
は
、

ど
ち
ら
さ
ま
で
す
か
」
 

「
ど
こ
で
も
い
い
、
任
せ
る
」
 

「
任
せ
る
と
申
し
ま
し
て
も
 

」
 

「連
絡
先
も
わ
か
ら

ね
え
の
が
」
 

「
は
い
、
す
み
ま
せ
ん
」
 

「
ど
こ
で
も
、

い
い
ん
ダ
ネ
」
つ
い
に
津
軽
弁
が
出
た
 

「
そ
ん
な
、
ご
無
理
を
申
さ
れ

て
も
」
 

短
気
な
〇
議
員
の
語
尾
は

だ
ん
だ
ん
荒
く
な
る
。
 

「
キ
ノ
キ
ガ
ネ
ェ
女
中
ダ
バ
、
オ
レ
ネ
 
東
京
の
ハ
イ
ヤ
ー
、
ワ
ガ
 

ル
ワ
ゲ
ネ
エ

べ
」
 

「
ど
ち
ら
の
ハ
イ
ヤ
ー
な
ら
わ
か
る
の
で
す
か
」
 

「
青
森
県
の
オ
ラ
ホ
の
町
の
電

話
番
号
ダ

バ
、
オ
ボ
イ
デ
ラ
」
 

「
そ
れ
じ
ゃ
、
そ
こ
の
ハ
イ
ヤ
ー
を
呼
ぶ
の
す
か
」
 

「
ナ
、
バ
ガ
デ
ネ
ナ
、
東
京
ネ
モ
、

ハ
イ
ヤ
ー
あ
る
ベ
サ
」
 

「
だ
か
ら
ど
こ
で
す
か
と
、
聞
い
て
る
で
し
ょ
う
」
 

「
ナ
ン
ボ
、
理
屈
の
イ
イ
、
オ
ナ
ゴ
ダ
バ
」
〇
議
員
は
声
を
は
り

あ
 

げ
た
。
振
り
あ
げ
た
こ
ぶ
し
が
震
え
て
い
た
。
 

女
中
は
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
の
か
、
立
ち
上
り
、
 

「
ハ
イ
ヤ
ー
ハ
イ
ヤ
ー
っ
て
、
 

何
さ
、
 タ
ク
シ
ー
だ
っ
て
帰
 

れ
る
で
し
ょ
う
に
 

」
 

ぷ
ん
ぷ
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し

て
下
 

に
降
り
て
い
っ
た
。
 

〇
議
員
小
さ
な
声
で
 

「
東
京
ダ
バ
、
 ハ
イ
ヤ
ー
と
タ
 

ク
シ
ー
ど
違
う
ん
ダ

ベ
ガ
」
 

と
、
自
分
の
お
ぼ
え
違
い
を
理
解
 

で
き
ず
に
い
た
。
 

他
の
議
員
ァ
ッ
ケ
ラ
ポ
ン
。
 

（
森
平
）
 

か
鉢
築
 

砂
夢
 

轟
 

ワ
．
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編
集

主
幹
 

木 木 小 須 原 木 秋 山 沢 沢 山 櫛 高 白 木 

山 
下 下 内 崎 田 下 元 中 田 田 中 引 橋 川 村 

津 モ 

ー 恵 子 悦 治 蔵 進 郎 薫 孝 津 代 

村
 
治
 

利
 

橋
 
健
 

清
 

一
 

加
津

恵
 

清
 
加
 
ト
 
悠
 
万
 
俊
 
惣
 
長
 
政
 
正
 
八
 
健
 
章
 
治
 

薫
 

長
三

郎

惣

之

進
 

章
 

ト

モ
子
 

八
千

代
 

副 会

ク 会 

長 長 

会
 
計

編
集

局
長
 

正 

津 

政 

孝 

編集後記 
会 長 

木村治利 

~ 

昌 
赤エンピツ 

編集主幹 

木下清― 

会 

員 

名 

簿 

沢
山
の
玉
稿
を
い
た
だ
き
、
お
蔭
さ
ま
で
第
十
三
号
の
発
行
を
見

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

今
年
は
、
梅
雨
明
け
宣
言
な
く
、
秋
に
直
通
し
た
異
常
な
天
候
だ
っ

た

せ
い
か
、
 
「
中
学
生
が
き

れ
る
」
 
な
ど変
な
言
葉
が
は
や

り
だ
し
た
。
 

従
来
「
き
れ
る
」
と
は
、

頭
が
よ

い
、
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
ホ
メ
言

葉
だ
っ

た
の
に
、
今
で
は
、
恐
ろ
し

い
意
味
に
変
っ
た
。
又
、
反
対
に
 

「
こ
だ
わ
る
」
は
悪
い
方
か
ら

良
い
方
に
変
化
し
た
。
 
「
こ
だ
わ
り

の
な

い
男
な
ん
て
」
 
「
こ
だ
わる
」
 
こ
と
は
「
い
い
こ
と
だ」
と
い

う
こ
と
に

な
っ
た
。

一
昔
前
な
ら

「
こ
だ
わ
る
男
な
ん
て
」
 
「駄
目
だ
」
と
云
わ
れ
 

て
い
た
も
の
が
 

。
 

八
十
才
を
越
え
た
隣
り
の
婆
様
、
曲
っ
た
腰
を
伸
し
て
盆
踊
り
の
輪
の

中
に
あ
っ
た
。
 『
婆
様
達
者
だ
ナ
』
と
言
っ

て
や
っ
た
ら
返
っ
て
来
た
答

え
、
 『
マ
ン
ダ
マ
ン
ダ
今
の
娘
子

（
メ
ラ
ハ
ド
）
に
負
け
て
た
ま
る
か

ョ
』
 

『
百
ま
で
生
き
て
ヤ
ル
ョ
』
だ
と
。
 大
平
洋
戦
争
の
銃
後
を
生
き
抜
い

て

来
た
津
軽
の
昔
の
若
妻
、
今
の
婆
ァ
様
甚
だ
元
気
だ
。
 

去
年
ま
で
は
病
気
と
追
い
カ
ケ
ッ

コ
ど
う
し
の
私
、
今
年
の
春
か
ら

回

復
の
き
ざ
し
が
見
え
て
き
て
、
会
長
に
『

か
た
り
べ
』
 
の編
集
の
手
助
け

が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
、
健
康
の
有
難
さ
を
味
っ
て
い
る
。
 

隣
り
の
婆
ア
様
の
よ
う
に
霧

ダ
ケ
ァ
、
百
ま
で
中
ぎ
る
デ
ァ
』
と
岩

木
山
に
向
っ
て
、
叫
ん
で
い
る
が
？

・
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「
嘉
瀬
ふ

る
さ
と
を
探
る
会
」
表
彰
さ
れ
る
 

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
 

平
成
十
年
四
月
二
十

三
日
金
木
ラ
イ
オ
ソ

ズ
ク
ラ
プ
田
中
良
治
会
長
よ
り
「
嘉
瀬
ふ
る

さ
と
を
探
る
会
」
会
長
木
村
治
利
に

表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
年
に
亘
り
郷
土
の
歴
史
を
発
掘
し
、
そ

の
文
献
を
編
纂
発
行
さ

れ
金
木
町
の
歴
史
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
、
表
彰

さ
れ
た
の
で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
木
村
会
長

は
「
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
は
、
 

会
員
一
同

の
喜
び
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す

研
鍛
を
重
ね
、
郷
土
の
歴
史
研
究
に
努
力
し
、
 

こ
れ
を
後
世
へ

の
遺
産
と
し
た
い
」
と
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
た
。
 

か
た
り
べ
第
十
三
集
 

発
 
行
 

平
成
十
年
十

一
月

発
行
所
 

わ
が
ふ
る
さ
と
を

探
る
会
 

（
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発
行
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編
集
人
 

五
所
川
原
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ー
ッ
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四
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木
ラ
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オ
ソ
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ク
ラ
プ
田
中
良
治
会
長
よ
り
「
嘉
瀬
ふ
る

さ
と
を
探
る
会
」
会
長
木
村
治
利
に

表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
年
に
亘
り
郷
土
の
歴
史
を
発
掘
し
、
そ

の
文
献
を
編
纂
発
行
さ
れ
金
木
町
の

歴
史
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
、
表
彰

さ
れ
た
の
で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
木
村

会
長

は

「
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
は
、
 

会
員

一
同
の
喜
び

で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す

研
鍛
を
重
ね
、
郷
土
の
歴
史
研
究
に
努
力
し
、
 

こ
れ
を
後
世
へ

の
遺
産
と
し
た
い
」
と
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
た
。
 

か
た
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